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令和５年第１回定例会では、区政全般について、
５名の議員が代表質問を、６名の議員が一般質問
を行いました。以下、概要をお知らせします。

区政をきく
（代表質問・一般質問）
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一般質問

会派名は次の略語で記載しています。
自　民……品川区議会自民党
共　産……日本共産党品川区議団
ネット……品川・生活者ネットワーク
維　新……品川区議会日本維新の会

公　明……品川区議会公明党
イノベ……イノベーションしながわ
品　改……品川改革連合

代表質問とは
会派を代表した議員が、区長の施政方針な
どに対して行う質問です。品川区議会では、
通常、第１回定例会で行われます。

一般質問とは
議員が、区の行政全般にわたり、区長をは
じめとする執行機関に対して行う質問です。
各定例会で行われます。

予算特別委員会インターネット中継で
総括質疑がご覧になれます

　予算特別委員会は３月６日から 22日のうちの計８日間
にわたり令和５年度予算および令和４年度補正予算の審査
を行いました。最終日の３月 22日には、令和５年度予算
について、各会派を代表して 10人の委員が各会計歳入歳
出予算の全般にわたり総括質疑を行いました。
　その後、各会派より意見表明を行い、採決をしました。
(各会派の意見表明は 10～ 11ページに掲載 )
　総括質疑における質問の要旨は、以下のとおりです。

〈総括質疑〉
湯澤　一貴　委員 (自民 )
物価高騰に係る経済的支援、健康支援、災害対策、犯罪か
ら区民を守る取組、子育て支援、学校教育等について

鈴木　真澄　委員 (自民 )
区政運営、保育料無償化、八潮南特別養護老人ホームと障
害者支援、災害時の物資輸送、広町地区活性化について

新妻　さえ子　委員 (公明 )
誰もが生きがいを感じ自分らしく暮らしていける品川、
パートナーシップ宣誓制度、八潮地区、勝島地域について

こんの　孝子　委員 (公明 )
幼児教育（私立幼稚園の役割等）、防災対策（初期消火体制
等）、若者の貧困支援（生活困窮実態調査等）について

石田　ちひろ　委員 (共産 )
羽田新飛行ルート（区民アンケート等）、障害者グループホ
ーム（区立施設の増設等）、特別養護老人ホームについて

中塚　亮　委員 (共産 )
区長の施政方針（地方自治法における住民福祉の捉え方等）、
区立幼稚園および区立認可保育園、再開発事業について

松永　よしひろ　委員 (イノベ )
認知症高齢者支援、コミュニティバス、キャッチボール場、
ドッグラン、ペットの同行避難、私道整備事業について

いながき　孝子　委員 (ネット )
令和５年度の予算編成、羽田新飛行ルート、新庁舎整備基
本計画における現第二庁舎の取扱い、防災について

藤原　正則　委員 (品改 )
西大井駅周辺のまちづくり（駅周辺の再開発の状況等）、超
高齢社会における介護、事務事業評価、人事について

せらく　真央　委員 (維新 )
空き家の利活用（一時的な利活用等）、区営自転車等駐車場、
行政手続きのデジタル化、区職員の働き方について

　予算・決算特別委員会の総括質疑の様子は、区議会ホー
ムページから録画中継でご覧になれます。視聴方法は以下
のとおりです。
（以下の画面はパソコンの例です）

①�区議会ホームページ左下の
　「インターネット中継」をクリックします。

②�会議名や議員名などから動画を選択します。

区議会ホームページトップ画面（パソコン）

（例）「会議名で探す」の場合

インターネット中継トップ画面（パソコン）

動画の
再生ボタンを
クリック

本会議における発言の際はマスクを着用することとしておりましたが、令
和 2年第２回定例会本会議より、議長席および演壇においてはアクリル製
飛沫防止パネルを設置し、マスクを外しての発言を可能としました。
（演壇の消毒は適宜行っております）
なお、令和５年第１回定例会より、本会議場における傍聴人数制限を終了し、
傍聴人数を従来どおりとしました。


